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１
月
末
の
大
雪

で
口
之
津
・
加
津
佐
・
南
有

馬
な
ど
で
５
日
間
も
断
水
し

た
一
部
地
域
が
あ
る
。
防
災

無
線
で
伝
達
し
て
い
る
が
、

聴
き
づ
ら
い
難
聴
地
域
が
あ

る
。
戸
別
防
災
受
信
機
の
設

置
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　

導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。
今
年
は
伝

達
手
段
と
し
て
情
報
配
信
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　

断
水
状
況
が
わ

か
ら
ず
、
市
民
は
不
安
だ
っ

た
。
状
況
を
知
り
得
る
と
、

水
等
生
活
用
品
の
対
応
が
で

き
る
。

　
　
　
　
　

正
確
な
情
報
の

伝
達
は
大
事
な
事
で
あ
る
。

今
年
か
ら
の
取
り
組
み
は
、

緊
急
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、

携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
配
信
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
・
防
災
無
線
確

認
サ
ー
ビ
ス
、
聞
き
と
れ
な

か
っ
た
放
送
を
電
話
で
確
認

で
き
る
・
防
災
無
線
の
放
送

が
各
支
所
で
地
域
の
細
か
な

伝
達
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
予
定

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

大
雪
断
水
長
期

化
の
原
因
の
１
つ
と
し
て
空

き
家
の
パ
イ
プ
破
裂
が
あ
る
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
が
数

カ
月
０
メ
ー
タ
ー
の
家
は
元

栓
を
閉
め
る
事
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　

長
期
間
留
守
宅

の
空
き
家
に
す
る
時
は
個
人

が
元
栓
を
閉
め
る
よ
う
に
広

報
誌
な
ど
で
指
導
す
る
。

　
　
　
　
　

日
野
江
城
階
段

遺
構
は
ど
う
し
て
埋
め
戻
す

の
か
。

　
　
　
　
　

調
査
目
的
の
露

出
で
あ
っ
た
の
で
、
再
度
延

長
を
お
願
い
し
た
が
文
化
庁

か
ら
埋
め
戻
す
よ
う
に
指
示

が
き
た
。

　

調
査
期
間
は
２
年
間
で
周

辺
の
気
象
観
測
等
を
実
施
し

て
「
階
段
・
側
面
石
垣
」
に

弱
い
石
材
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
調
査
結
果
を
踏

ま
え
整
備
活
用
の
方
針
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

市長 /導入に向けて検討
　　　をしている
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普
通
交
付
税
の

算
定
の
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

基
準
財
政
需
要

額
か
ら
基
準
財
政
収
入
額
を

差
し
引
い
て
算
定
す
る
。

　
　
　
　
　

地
方
交
付
税
は

原
資
が
厳
し
く
、
半
分
を
地

方
で
借
金
し
て
立
替
え
、
後

年
度
交
付
税
と
し
て
払
う
の

が
臨
時
財
政
対
策
債
で
は
な

い
の
か

　
　
　
　
　

そ
の
通
り
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

元
利
償
還
金
の

70
％
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る

合
併
特
例
債
や
過
疎
債
は
交

付
税
算
定
の
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
さ
れ
る
。
特
例
債

等
の
交
付
税
措
置
分
が
基
準

財
政
需
要
額
に
充
当
さ
れ
る

と
、
自
由
に
活
用
出
来
る
純

粋
な
一
般
財
源
が
削
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
の
か

　
　
　
　
　

項
目
に
よ
り
増

減
は
あ
り
、
補
正
係
数
も
需

要
額
に
よ
る
増
減
は
毎
年
行

わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　

交
付
税
の
原
資

は
決
ま
っ
て
お
り
、
国
は
単

位
費
用
や
補
正
係
数
等
で
調

整
し
特
例
債
等
の
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
分
を
、
そ
の
ま

ま
交
付
税
に
上
乗
せ
す
る
の

で
は
な
い
と
思
う
。
合
併
算

定
替
も
額
の
保
証
で
は
な
く

制
度
的
な
保
証
だ
と
思
う
が

　
　
　
　
　

そ
の
通
り
で
、

各
年
度
の
普
通
交
付
税
を
旧

町
ご
と
に
算
出
し
、
そ
の
合

計
額
で
額
の
保
証
で
は
な
く

制
度
的
な
保
証
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

施
政
方
針
の
中

で
、
28
年
度
か
ら
普
通
交
付

税
の
段
階
的
な
縮
減
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
想
定
さ

れ
る
の
で
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
言

う
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か

　
　
　
　
　

厳
し
い
財
政
状

況
が
予
想
さ
れ
る
。
中
長
期

的
な
視
点
に
立
ち
、
健
全
な

財
政
基
盤
を
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

色
々
な
大
型
施

設
建
設
が
予
定
さ
れ
、
多
額

の
財
源
が
求
め
ら
れ
る

　

有
家
庁
舎
は
建
て
替
え
で

は
な
く
、
耐
震
補
強
や
長
寿

命
化
を
図
り
既
存
の
施
設
を

有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は

　
　
　
　
　

議
員
の
考
え
方

も
受
け
止
め
る
が
、
い
ま
取

り
組
ん
だ
ほ
う
が
良
か
ろ
う

と
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

　
　
　
　
　

市
民
の
意
見
等

も
聞
き
再
度
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い

※
議
会
最
終
日
に
市
長
よ
り

「『
有
家
庁
舎
』
及
び
『
深
江

庁
舎
』
に
関
す
る
『
庁
舎
再

編
整
備
事
業
』
の
関
係
予
算

に
つ
い
て
、
説
明
等
が
不
十

分
で
あ
っ
た
と
感
じ
、
関
係

予
算
の
執
行
は
保
留
す
る
。

　

市
議
会
及
び
市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
十
分
検
討
し
た

い
。」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

市長／長寿命化するために
　　　はスペース的にある
　　　程度小さくなる

　
有家庁舎は建て替え
ではなく既存の施設
を有効活用すべき
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